
１　理事会の開催（３回開催）

　◇６月１６日〔出席者：理事６人、書面出席者３人、欠席者１人、監事２人の１２人〕

　　　令和４年度各種業務契約締結及び単価契約の状況、そうま障がい者相談支援セン

　　ター運営規程の一部改正、令和３年度事業実績報告（案）、令和３年度収入支出決

　　算（案）、評議員の推薦、第１回評議員選任・解任委員会の開催、第１回評議員会

　　の開催、令和４年度一般会計収入支出補正予算（第１次）の議案審議

　◇３月２３日〔出席者：理事１１人、監事２人の１３人〕

　　　事務局組織規程の一部改正、そうま障がい者相談支援センター運営規程の一部改

　　正、評議員の推薦、事務局長の選任、令和４年度一般会計収入支出補正予算（第２

　　次）、令和５年度事業計画（案）、令和５年度一般会計収入支出予算（案）、令和

　　４年度第２回評議員会の開催、給与規程の一部改正についての議案審議

　◇３月３０日〔出席者：理事１１人、監事１人の１２人〕

　　　欠員の生じる常務理事の選定についての議案審議

２　監事会の開催（１回開催）

　◇５月３０日〔出席者：監事２人、会長、常務理事、担当職員３人の７人〕

　　　令和３年度の事業内容及び収入支出決算についての監査を受け、内容が適正に処

　　理されていることが確認されました。

３　評議員会の開催（２回開催）

　◇６月３０日〔出席者：評議員１７人、書面出席者５人、監事２人の２４人〕

　　　令和４年度各種業務契約締結及び単価契約の状況、理事の選任、そうま障がい者

　　相談支援センター運営規程の一部改正、令和３年度事業実績報告（案）、令和３年

　　度収入支出決算（案）、令和４年度一般会計計収入支出補正予算（第１次）につい

　　ての議案審議

　◇３月３０日〔出席者：評議員１７人、書面出席者５人、監事１人の２３人〕

　　　評議員の委嘱、欠員の生じる理事の選任、事務局組織規程の一部改正、給与規程

　　の一部改正、そうま障がい者相談支援センター運営規程の一部改正、令和４年度一

　　般会計収入支出補正予算（第２次）、令和５年度事業計画（案）、令和５年度一般

　　会計収入支出予算（案）、欠員の生じる監事の選任の議案審議

４　会長・副会長会議の開催（２回開催）

　◇６月８日〔出席者：会長、副会長、常務理事、担当職員３人の６人〕

　　　令和４年度第１回理事会及び令和４年度第１回評議員会の議案審査

　◇３月１６日〔出席者：副会長、常務理事、担当職員３人の５人〕

　　　令和４年度第２回理事会及び令和４年度第２回評議員会の議案審査

１　基金の積立状況（令和５年３月３１日現在）

　　＊社会福祉基金　　　⇒１６，７２０，０００円（平成１８年度積立開始）

　　＊福祉バス購入基金　⇒　６，５６８，０００円（平成１６年度積立開始）

　　＊通所設備整備基金　⇒　１，３００，０００円（令和　３年度積立開始）

１　総合福祉センターの管理運営【相馬市指定管理者事業】

　　市民の社会活動参加のための諸会合や健康増進、研修、市民のふれあいと交流の場と

　して設置された、総合福祉センターの管理・運営業務を指定管理事業として実施しまし

　た。（別紙令和４年度相馬市総合福祉センター事業報告書のとおり）⇒Ｐ10.11参照

２　各種資金貸付事業

（１）生活援助資金の貸付事業

　　　低所得世帯を対象として、緊急かつ一時的な資金としての小口資金の貸付を行いま

　　した。＊貸付件数　⇒４件、総額150,000円

（２）生活福祉資金の貸付事業【福島県社協委託事業】

　　　福島県社会福祉協議会の委託を受け、低所得や身体障がい者等の世帯に対して、資

　　金の貸付と必要な指導援助を行うことにより、その経済的自立と生活意欲の助長促進

　　を図り、安定した生活を営ませることを目的に資金の貸付業務を行いました。

　　　また、新型コロナウイルス感染症の影響を受け、休業等により、収入の減収があり

　　緊急かつ一時的に生計を維持するための費用が必要な世帯や、生活の立て直しが必要

　　な方（主に失業された方等）への貸付業務も行いました。

　　＊福祉資金　福祉費　　　　　⇒　　２件

　　＊福祉資金　緊急小口資金　　⇒　　６件

　　＊緊急小口資金（特例貸付）　⇒　３７件

　　＊総合支援資金（特例貸付）　⇒　３３件

３　日常生活自立支援（愛称：あんしんサポート）事業【福島県社協委託事業】

　　福島県社会福祉協議会の委託を受け、認知症高齢者や障がい者で福祉サービスの利用

　が自己判断で適切に行うことが困難な方を対象に、契約に基づき、一連の生活支援を公
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　的な制度でお手伝いを行いました。

　　＊利用者　　　⇒　１6人

　　＊延支援件数　⇒２１５件

４　生活困窮者自立支援事業【相馬市委託事業】

　　相馬市生活サポート相談センターを設置し、相馬市内に居住する生活困窮者が困窮状

　態から早期に脱却することを支援するため、本人の状況に応じた包括的かつ継続的な相

　談支援に応じました。　

　　また、市内における自立・就労支援等に関する課題を把握し、生活困窮者支援の取り

　組みを行いました。（別紙令和４年度相馬市生活サポート相談センター事業報告書のと

　おり）⇒Ｐ12参照

　　＊新規相談件数　⇒２６５件

５　権利擁護・ほっとネット協力員養成講座事業【相馬市補助事業】

　　＊期　日　　２月２２日

　　＊会　場　　総合福祉センター

　　＊参加者　　７人

６　ふれあい総合相談所事業（無料法律相談）の運営【相馬市補助・共同募金配分事業】

　　毎月第２金曜日（その日が祝日の場合は弁護士の指定する日）の午後１時３０分から

　４時まで、弁護士による法律に関する相談に応じ助言・指導を行うため、無料法律相談

　所を開設しました。

件 件 件

件 件 件

件 件 件

７　福祉バス運行事業【共同募金配分事業】

　　福祉団体及び老人クラブ等が社会福祉等を目的とした事業又は行事への参加並びに

　視察研修のため、福祉バスの貸出事業を行いました。
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１　社協だよりの発行【共同募金配分事業】

　　社協の事業計画、収入支出予算、事業実績報告、収入支出決算や各種募金等の結果

　報告を行うと共に、社協等の地域福祉活動の記事、福祉情報、福祉サービス等の啓発

　のため、４月・６月・８月・１０月・１２月・２月号の６回「相馬市社協だより」を

　発行して全世帯に配布しました。

２　本会ホームページにより、社会福祉協議会事業に係る広報を行いました。

３　表彰、感謝、慶弔等の実施

　　社会福祉協議会表彰要綱第３条による永年勤続職員の表彰並びに多額の寄付者表彰

　を行いました。

　　＊多額寄付者　⇒2人

　　＊永年勤続者　⇒2人

４　要援護者実態調査

　　相馬市民生児童委員協議会の協力を得て、生活困窮者帯、寝たきり高齢者、一人暮

　らし高齢者、心身障がい児者等の実態調査を実施しました。

　　◇生活困窮世帯　　　⇒　１９世帯

　　◇寝たきり高齢者　　⇒　２２人

　　◇一人暮らし高齢者　⇒８５８人

　　◇認知症高齢者　　　⇒　２６人

　　◇高齢者世帯　　　　⇒５８８世帯

　　◇身体障がい児者　　⇒１３８人

　　◇知的障がい児者　　⇒　４５人

　　◇精神障がい児者　　⇒　１４人

　　◇父子世帯　　　　　⇒　　８世帯

　　◇母子世帯　　　　　⇒　４９世帯

　　◇両親のいない児童　⇒　　５人

１　民生児童委員協議会の活動

（１）民生児童委員協議会の運営

　　　市内９方部の民生児童委員協議会（８２人・欠員4人）で組織している相馬市民

　　生児童委員協議会の運営と経理の協力を行いました。
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（２）民生児童委員協議会部会活動への協力

　　　民生児童委員協議会部会（女性部会、主任児童委員部会）に対して、資料の提供

　　並びに運営に際して協力を行いました。

２　第７６回福島県社会福祉大会

　　＊期　日　　１１月１１日（金）

　　＊会　場　　二本松市民会館

　　＊コロナ禍により表彰者のみ大会参加のため該当者無しにより参加者無し。

３　福祉出前講座の実施

　　市民を対象に“福祉についての理解”を更に深めるため、福祉出前講座として職員

　を派遣しました。

　◇派遣等回数　⇒１３回
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１　高齢者人口等の調査

（１）高齢化の状況

　　＊６５歳以上の老人人口　⇒１０，７９２人（令和５年３月末現在）

　　＊高齢化率　　　　　　　⇒３２％

（２）老人クラブの状況

　　＊老人クラブ数　⇒２６クラブ

　　＊会員数　　　　⇒８８６人（加入率　８.２％）

２　相馬市地域包括支援センター事業【相馬市委託事業】

　　高齢者が住み慣れた地域で、尊厳あるその人らしい生活を継続でき、いつまでも地

　域で活動できる予防対策から高齢者の状態に応じた介護や家族の相談まで、様々な支

　援を変化に応じて切れ目なく提供するための支援や指導を行い、自立支援の視点を持

　ちながら、共につながり合う地域づくりを目標に活動しました。　

　　また、様々な介護サービスを高齢者の状態の変化に応じて切れ目なく提供できるよ

　う介護予防プランを作成しました。（別紙令和４年度相馬市地域包括支援センター事

　業報告書のとおり）⇒Ｐ13～15参照　　

３　おうちでコツコツおたっしゃドリルの発行と配付【共同募金配分事業】

　　＊配付回数　⇒年４回

　　＊配付数　　⇒２，０００部

４　生活支援体制整備事業【相馬市委託事業】

　　住民主体の助け合い活動や生活支援サービスの充実を図るため、生活支援コーディ

　ネーターを配置し、住民の中から選ばれた委員による協議体（名称：地域支え合いづ

　くりを考える委員会）を設置し、地域の課題や地域づくり、支え合い活動や介護予防

　のありかたについて協議を重ねています。

（１）地域支え合いづくりを考える委員会の開催

　　＊開催回数　⇒4回

（３）小泉地区ちょこっとてつだう会の協力

５　認知症総合支援事業【相馬市委託事業】

　　認知症地域支援推進員を配置し、認知症の人が生活状況に応じて適切なサービスが

　受けれるよう関係機関と連携体制を図り、認知症地域ケア委員会や初期集中支援チー

　ムの運営を行いました。また、地域住民に対して認知症に対する正しい理解と支援を

　行うため認知症サポーター養成講座を開催しました。

　　気軽に集まれ相談できる認知症カフェも月５回実施し、更に「地域座談会」

　（出張はまなす館カフェ）を市内９ケ所の公民館で開催しました。
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介護予防体操「骨太けんこう
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認知症サポーター養成講座

相双五城信用組合 認知症サポーター養成講座

中村第一中学校

中村第一中学校

シルバー塾

磯部中学校 認知症サポーター養成講座

相馬市役所 認知症サポーター養成講座

認知症サポーター養成講座

中村第二中学校

申請団体
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新田新寿会
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２人

認知症サポーター養成講座



（１）認知症地域ケア委員会の開催

　　＊開催回数　⇒４回

（２）認知症初期集中支援チーム

　　＊相談件数　⇒４２件（電話相談１５件、来所相談２３件、訪問相談４件）

（３）認知症サポーター養成講座（詳細は福祉出前講座）

　　＊開催回数　⇒　　１１回

　　＊受講者数　⇒３４８人

（４）地域座談会（出張はまなす館カフェ）

（５）オレンジカフェはまなす館（認知症カフェ）

６　地域介護予防活動支援事業【相馬市委託事業】

（１）骨太けんこう体操

　　＊出前講座実施回数　　⇒2回（参加者数25人）

（２）はまなす館での体験教室

７　食事サービス事業の実施【相馬市補助事業】

　　ボランティアグループ（ともしびの会、新日本婦人の会・市職員退職者会、さくら

　会、連合福島）及び民生児童委員協議会の協力を得て、孤独で病弱な独居高齢者や高

　齢者夫婦世帯等の希望者に対して、友愛訪問と安否確認を兼ねて、手作りのお弁当を

　配食することにより、対象者の健康保持と生きがいを図ることを目的に実施しました。

　◇対象者　⇒１６人（延べ配食者数８１０食）

　　＊第１水曜日…民生児童委員協議会（191食）

　　＊第２水曜日…新日本婦人の会・市職員退職者会（195食）

　　＊第３水曜日…ともしびの会（169食）

　　＊第４水曜日…さくら会（195食）

　　＊第５水曜日…各団体で輪番制（60食）※連合福島協力

８　ふれあい電話訪問事業【共同募金配分事業】

　　民生児童委員を通じて、ふれあい電話サービスを希望する６５歳以上の一人暮らし

　高齢者に対して、日常生活の孤独感や不安等の解消と安否確認を図ることを目的にボ

　ランティアの協力により行いました。

　　＊利用者　　　　⇒　　７人

　　＊延べ協力者　　⇒　２４人

　　＊延べ電話回数　⇒１２４回

９　車椅子同乗軽自動車貸出事業【相馬市補助・共同募金配分事業】

　　 自力で歩行が困難な高齢者及び重度の身体障がい者、知的障がい者の病院への通

　 院や外出等の支援並びに社会参加等を促進を図るために所有車両２台の貸出事業を

 　行いました。

件 件 件 件 件

㎞ ㎞ ㎞ ㎞ ㎞

件 件 件 件 件

㎞ ㎞ ㎞ ㎞ ㎞

件 件 件 件

㎞ ㎞ ㎞ ㎞

7

8

12

６ 月

6

4

215 16 32 人

10

開催場所 参加者数月　　日 参加者数

項 目

34 人

18 人

7

32 人

月 別

5

6

20

15 人

20

39 人

38 人

事 業 実 施 内 容

月　　日 月　　日

22

27

1３人

16 人

1

38 人

36 人

16

５０ 人

５６ 人

12

1

3

2

11

５ 月

1932 人 29 人

17

参加者数

11

４６ 人

５１ 人

６２ 人

５４ 人

10３０ 人

1

12 人 3 20

2

249

8

9 20

７ 月

走行距離

貸出件数 5

19

 28 人

４ 月

15

走行距離 374.2

走行距離

481 4,490547

－4－

746 240

7.3貸出件数 11

２ 月

走行距離

月 別

８ 月

6 6

7

123 689

９ 月 １ ０ 月 １ 月１ １ 月

３ 月 合 計

11 87

4

10 6 8

8

月 平 均

5

394

１ ２ 月

276 195

158392

貸出件数

中央公民館

月　　日

6

26

八幡公民館 　　合　　　計　　

25 １２人

12 ９人

５人

開催場所

東部公民館

飯豊公民館

30玉野公民館

日立木公民館 24

磯部公民館

１１人

　　　月　　　

大野公民館

山上公民館

参加者数 月 参加者数月

9

参加者数

1

３２ 人

合　計 368人

18

５０ 人

４１ 人

６３ 人

５７ 人

参加者数

合　計 ５９２人

94

12

９7 人

2

６人

１０人



10  介護用福祉機器の貸出状況

　　寝たきりの高齢者や重度心身障がい者等を抱える家族に対して、介護家族の負担軽

　減及び要援護者の福祉向上を図るために介護用福祉機器の貸出を行いました。

　　＊車椅子　⇒42台（更新継続含む）

11　老人クラブ連合会の運営

　　市内２６の単位老人クラブの連合組織である、相馬市老人クラブ連合会の運営並び

　に経理の協力を行いました。

（１）高齢者スポーツ大会（新型コロナウイルスの感染拡大防止により中止）

（２）老人クラブ連合会長杯パークゴルフ大会の開催

　　若年高齢者にも人気があるパークゴルフを通し、市内の高齢者の活性化・社会参加

　促進を目指すとともに、健康増進（介護予防効果）と相互の親睦と融和を深めること

　を目的に開催しました。

　　＊期　日　　１１月１１日

　　＊会　場　　光陽パークゴルフ場

　　＊参加者　　５３人

１　福祉協力校に対する助成【共同募金配分事業】

　　市内の小学校、中学校、高等学校の児童・生徒を対象に社会福祉に対する理解と関

　心を高め、社会奉仕、社会連帯の精神を養い、健全な地域社会創造の心を培うととも

　に、児童・生徒を通して、家庭や地域社会への啓発を図ることを目的とした事業に対

　しての活動援助のため、福祉協力校の指定を行い助成金の交付を行いました。

　　＊小学校　⇒９校（中一小、中二小、桜丘小、大野小、飯豊小、磯部小、日立木小、

　　　　　　　　　　　山上小、八幡小）

　　＊中学校　⇒４校（中二中、向陽中、磯部中、中一中）

　　＊高　校　⇒１校（相馬総合高）

２　子育て支援事業に対する協力

　　子育てサロン「こはるびより」等のボランティアにより、自主的に実践する子育て

　支援事業に対して援助・協力を行いました。

 1　声の広報サービス事業【相馬市補助・共同募金配分事業】

　　視覚障がい者等に対して、広報「そうま」をボランティアの協力により、ＣＤに収

　録して希望者宅に届けました。

　　＊利用者　　　⇒　2人

　　＊延べ協力者　⇒７３人

　　＊延べ配付数　⇒４６本

 2　身体障がい者福祉会の運営協力

　　市内の身体障がい者７３人で組織している、相馬市身体障がい者福祉会の運営並び

　に経理の協力を行いました。

　　第７０回記念福島県身体障がい者福祉大会に参加

　　＊期　日　　１０月２６日（水）

　　＊会　場　　二本松市民会館

　　＊参加者　　５人

 3　相馬市障がい者総合支援事業【相馬市委託事業】

（1）相馬市手話講習会

　　＊期　日　　５月１３日から７月１日までの全８回（金曜日）

　　＊時　間　　午後７時～８時３０分

　　＊会　場　　総合福祉センター

　　＊修了者　　1５人

（2）相馬市手話奉仕員養成講座（基礎）の開催

　　聴覚障がい者の生活及び関連する福祉制度等についての理解と認識を深めるととも

　に、手話で日常生活を行うのに必要な手話語彙及び手話表現技術を一般に広めるため

　の奉仕員を養成することを目的に開催しました。

　　＊期　日　　８月１２日から１２月２３日までの全２６回

　　＊時　間　　午後７時～８時３０分（金曜日）、午後１時３０分～３時（日曜日）

　　＊会　場　　総合福祉センター

　　＊修了者　　４人

（3）相馬市点訳奉仕員養成講座

　　※中止（定員に満たなかったため）

　（4）そうま障がい者相談支援センター事業

　　　市内に居住する障がい者又は障がい児が住み慣れた地域で、自立した日常生活や社

　会生活を営むことができるように相談員を配置しました。

　(別紙令和４年度そうま障がい者相談支援センター事業報告書のとおり)⇒Ｐ16.17参照

8
障がい者福
祉事業の推
進

項 目 事 業 実 施 内 容

－5－

児童福祉事
業の推進

7



１　総合学習授業（福祉体験教室）への派遣等【共同募金配分事業】

　　小学校や中学校の授業の一環として、高齢者や障がい者への理解を深めるとともに、

　高齢者や障がい者の立場に立って考え、自分にできることを進んで行おうとする心を

　育てるための福祉体験教室に、職員や手話サークル、点訳サークルの会員を講師とし

　て学校に派遣しました。

　◇派遣等回数　⇒８回

人

２　参考図書の配付

　　社会福祉及びボランティア等に関する参考図書を社協役員及びボランティア等の関

　係者に配付しました。

1　相馬市共同募金委員会の運営

　　共同募金の事業（赤い羽根共同募金、歳末助け合い募金）を実施し、民間社会福祉

 　 　施設団体及び障がい者施設等へ配分を行いました。

◇募金実績額　　⇒9,193,965円

　　＊赤い羽根共同募金　　5,321,035円

　　＊歳末助け合い募金　　3,872,930円

◇配分金総額（令和3年度募金配分）　⇒13,863,484円

（1）社会福祉施設等への配分合計　　 ⇒ 9,990,554円

　　＊事業費配分　　　5,750,554円

　　＊臨時施設配分　　4,240,000円　

（２）歳末助け合いの配分合計　　⇒3,872,930円

　　＊地域ふれあい交流事業配分　　　300,000円

　　＊その他の事業配分　　　　　　3,572,930円

　　　【地域福祉サービス事業配分（令和4年度実施事業）】

2　住民支え合い活動助成事業の受付

　 「災害ボランティア・NPO活動サポート募金」をもとに、地域コミュニティの再生

　を図り、互いに支え合い、見守りあえる関係づくりのきっかけとなるよう、助成事業

　の受付を行いました。

　　＊受付件数　⇒３件（うち１件辞退）

３　災害支援事業

　　＊住宅火災１世帯に対し、見舞金と弔慰金を交付しました。

１　日本赤十字社相馬市地区の運営

　　赤十字の基本原則に従い、社員増強運動を図るとともに、奉仕精神の啓蒙とボラン

　ティアの育成を行いました。

 　 （1）実績額　⇒3,941,400円　内訳（一般　3,866,400円、法人　75,000円）

（２）災害救護活動

　　　住宅火災１世帯（全焼）に対して弔慰金（10,000円）の交付をしました。

２　赤十字関係団体に対する助成

　　＊相馬市赤十字奉仕団　　⇒40,000円

　　＊相馬市献血推進協議会　⇒40,000円

　　＊相馬市地区有功会　　　⇒20,000円

１　居宅介護支援事業（在宅介護支援センター）

　　ケアマネジメント機能を活かし、地域における中核的なケアプラン作成の実施機関

　となるために、職員の専門性の向上を図るとともに、利用者の意思及び人格を尊重し、

　利用者の家族等との信頼関係のもとに利用者の立場にたち、関係する機関・事業所と

　連携を緊蜜に図りながら、常に中立・公平な介護支援に努め在宅福祉の向上を図りま

　した。又、地域包括支援センターの委託を受け、介護予防ケアプランの作成も行いま

　した。（別紙令和４年度在宅介護支援センター事業報告書のとおり）⇒Ｐ18.19参照

２　通所介護事業・通所型サービス事業（デイサービスセンター）

　　要支援及び要介護状態にある利用者に対して、利用者及びその家族等との信頼関係

日本赤十字
社の活動

項 目

8

2 中村一小

共同募金委
員会の活動

人 数

－6－

10

5
中村一中 高齢者疑似体験 人13710

15

12
介護保険等
事業の推進

人

365

11

老年期の対象について理
解を深める。

2

10 17 中村一小 障がい者体験 10 人

人

9

磯部中

9
ボランティ
ア養成研修
事業の推進

月 日 学 校 等 名

事 業 実 施 内 容

6 30 中村二中 高齢者疑似体験

高齢者疑似体験26

高齢者疑似体験

学 習 名
老年期の対象について理
解を深める。

15

10

目　的（内容）

老年期の対象について理
解を深める。

中村一小 障がい者体験

53 人

38 人

中村二小 障がい者体験

20

人

50

10

67

障がい者について理解を
深める。

障がい者について理解を
深める。

障がい者について理解を
深める。

老年期の対象について理
解を深める。



　のもとに、利用者が可能な限り居宅において、その有する能力に応じ自立した日常生

　活を営むことができるように、入浴、排泄、食事等の介護、その他の生活全般にわた

　る援助を行うとともに、関係する機関及び指定居宅介護支援事業所等との緊密なる連

　携のもと、適切な通所介護・通所型サービス事業の提供に努めました。

　（別紙令和４年度相馬市デイサービスセンター事業報告書のとおり）⇒Ｐ20.21参照

１　金員の寄付

　◇件　数 件 円

　　＊指定寄付 件 円 （社会福祉基金）

　　＊一般寄付 件 円

２　物品の寄付

　◇件　数 件 点

　　＊バスタオル 枚 　　＊食品等 点

　　＊フェイスタオル 枚 　　＊日用品 点

　　＊シーツ 枚 　　＊おむつ 枚

　　＊タオルケット 枚 　　＊ドライヤー 個

　　＊布団カバー 枚 　　＊玄米 kg 1 点

　　＊枕カバー 枚 kg 5 点

　　＊手拭き・手ぬぐい 枚 kg 1 点

　　＊さらし 枚 　　＊生理用品 枚

　　＊プラスチックグローブ 点 　　＊ビーズポーチ 個

　　＊ウェットティッシュ 点 　　＊毛布 枚

　　＊雑巾 枚 　　＊尿取りパッド 枚

　　＊綿 4 枚 　　＊洗剤等 個

　　＊ガーゼ 2 枚 　　＊粉ミルク 2 缶

　　＊胴巻き 1 枚 　　＊蛍光灯　　 2 個

　　＊麦わら帽子 4 点 　　＊石鹸 個

　　＊野菜類 箱 　　＊80円切手 5 枚

　　＊こがねもち kg 　　＊折りたたみ傘 5 本

　　＊だんごさし 1 本 　　＊敷布団 2 枚

　　＊ホームカバー 足 　　＊雑貨 7 個

　　＊ベットマット 1 本 　　＊衣類 7 枚

１　地域における公益的取組

　　地域における公益的な取り組みとして、生活困窮者に対し、入浴券を無償提供しま

　した。またフードバンクの無償提供も行っておりますが、寄付だけでは在庫不足のた

　め、四半期毎に缶詰等を購入し、買い足ししながら取り組みました。

１　苦情解決取扱関係

（１）苦情解決取扱規程による「第三者委員」の活動

　　　本会事業の相馬市デイサービスセンター利用者との交流により、その立場に配慮

　　した適切な対応が行われているかと利用者の要望等を聞き取りのため訪問活動を実

　　施しました。

　　＊訪問回数　⇒５回

　　＊訪問人数　⇒延べ１２人

　　＊訪問時間　⇒午後２時～４時

（２）苦情等取扱件数

件 件 件 件

件 件 件 件

件 件 件 件

件 件 件 件

件 件 件 件

２　福祉団体等事務局の運営

　　＊相馬市民生児童委員協議会

　　＊相馬市老人クラブ連合会

　　＊相馬市身体障がい者福祉会

　　＊相馬市ボランティア連絡協議会

　　＊相馬市赤十字奉仕団

３　各種団体、ボランティアグループ及び福祉団体等に対する助成

　◇助成金総額　⇒ 円

　　＊民生児童委員協議会　⇒ 円

　　　・事業費　 円

　　　・食事サービス事業費 円

　　＊ともしびの会　　　　⇒ 円

0
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14

26

寄付金品の
受入れ状況
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0 0 0

事 業 実 施 内 容
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24
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33
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組
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0

その他の事
業

事 業 名

20

2

22

3,288

3

項 目

932,546

在宅介護支援センター

0

223

1
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0
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5
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未 解 決
件 数
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件　数

0

0

0

00
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計

38

28
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332,546

17
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2

312,500

150,000

162,500

162,500

00

0



　　＊新日本婦人の会　　　⇒ 円

　　＊さくら会　　　　　　⇒ 円

　　＊老人クラブ連合会　　⇒ 円

　　＊身体障がい者福祉会　⇒ 円

　　＊遺族会　　　　　　　⇒ 円

　　＊手をつなぐ親の会　　⇒ 円

４　災害ボランティアセンターの設置及び運営

　　令和4年3月16日福島県沖を震源とする地震により、３月２２日に災害ボランティ

　アセンターを設置し、４月３０日まで運営しました。

　　＊受付依頼件数　　⇒　61件

　　＊完了件数　　　　⇒　61件

　　＊活動者述べ人数　⇒　55人

１　月例職員会議の開催

　　毎月職員会議を開催し、月の行事・事業内容及び交通事故防止等について説明しま

　した。また、新型コロナウイルス感染症の感染対策の徹底を職員へ注意喚起しました。

２　自己評価の実施

　　週間目標等管理シートにより、月活動目標に対する自己評価を行い、更には年１度

　の自己評価をもって社協職員の基礎力と質の向上に努めました。

３　各種会議・研修会等の開催状況（前掲分及び委託事業等掲載分を除く）

　　※センターは総合福祉センターの略

　◇民生児童委員協議会関係

会議等名

監事会（センター）

理事会（書面審議）

総会（書面審議）

民生委員・児童委員並びに主任児童委員委嘱状伝達式（センター）

臨時総会（センター）

民生児童委員協議会研修会（センター）

　◇老人クラブ連合会関係

会議等名

女性部会（センター）

監事会（センター）

理事会（センター）

総会（書面審査）

女性部会（センター）

理事会（センター）

理事会・会長会（センター）

会長会（センター）

　◇ボランティア連絡協議会関係

会議等名

役員会・監事会（センター）

総会（書面審査）

　◇赤十字奉仕団関係

会議等名

委員会・監事会（センター）

総会（書面審査）

　◇身体障がい者福祉会関係

会議等名

三役会・監事会（センター）

理事・代議員会（書面審査）

総会（書面審査）

相馬市身障福祉会レクレーション大会（老人憩の家清流荘）

４　各種会議・研修会等への出席・参加状況（福祉団体等の役員出席は除く）

　◇社会福祉協議会関係

会議等名

県社協デイサービスセンター部会相双支部総会

福島県老人福祉施設協議会総会

地域福祉推進委員会第一回常任委員会

地域福祉推進委員会総会

福島県共同募金会監事会

福島県共同募金会理事会

市町村社会福祉協議会事務局長等研修

5

20

5

日

局長

19

25

27

局長

18

局長

局長ZOOM

ZOOM

月

31

13

日

1 19

ZOOM

職員

福島市

会 場

142

7

28 郡山市

15

5

6

6

月 日

20

月

4

月

9

1

日

11

6

2

31

6

日

9

7 27

月

1

7
12

12

日

福島市

参 加 者

項 目 事 業 実 施 内 容

25

8

8 2

3

月

－８－

19

16
事務局の活
動状況

162,500

162,500

95,000

95,000

51,000

35,000

4 14 南相馬市 職員

5 16 ZOOM 局長

局長

福島県社会福祉協議会社会福祉事業施設
団体職員共済事業運営委員会



福島県社会福祉協議会理事会

相馬市公民館運営審議会

福島県共同募金会会長・副会長会議

福島県共同募金会理事会

相馬市民生委員推薦会

相馬市地域包括ケア推進会議（書面審査）

男女共同参画プラン推進会議共催講演会

安全運転管理者等講習会

県政党要望聴取会

金婚を祝う会

赤い羽根空の第一便メッセージ伝達式

公立相馬総合病院臨床研修管理委員会

京都市久世包括職員研修報告会

福島県社会福祉協議会共済運営事業会議

福島県社会福祉協議会理事会

地域包括ケアシステムに関する講義

公立相馬総合病院経営強化プラン策定委員会

北海道・東北ブロック研修

孤独・孤立の理解とアウトリーチ相談支援研修

市町村社協連絡協議会事務局長相双地区連絡会

市町村社協事務局長会会長・副会長会議

日赤福島県支部評議員会

安全運転管理者等講習

公立相馬総合病院経営強化プラン策定委員会

相双障がい健康福祉圏域連絡会

けんこう元気会

地域福祉推進委員会総会委員セミナー

福島県共同募金会会長・副会長会議

相馬ホーム理事会

特別支援教育振興会相双支部役員会

福島県共同募金会理事会

福島県共同募金会評議員会

11

12

12

7

20

相馬看護専門学校

ZOOM21

18

会長

課長

センター

9

29

福島市

3 1

9

福島市

6

15 センター

25

9

ZOOM

10 1

3

会長・局長

会長・局長

22 福島市

14 相馬ホーム 会長

13

局長

会長

福島市

会長・局長

6

福島市

ZOOM 職員

職員

17 会長

南相馬市

相馬支援学校

3 会長

全社協

ZOOM

8

局長

2

1

会長

局長

会長

会長27

86

局長

公立病院

局長福島市

26 局長

局長

会長公立病院

18

ZOOM

福島市

保健センター

福島市

公立病院 会長7

局長

二本松市

ZOOM

11

局長ZOOM

会長

5

20

「東日本大震災での災害対応からその後の復興
支援までの相馬市社協の動きについて」講演

健康づくり推進協議会委員委嘱状交付式
及び会議

東京都

局長24

会長

中央公民館

局長

3

局長

5 福島市

29

市町村社会福祉協議会事務局長
会長・副会長会議

福島市

20

市役所

職員

9

会長

会長

会長

項 目 事 業 実 施 内 容

11

市町村社会福祉協議会全体会及び市町村
社会福祉協議会会長・事務局長会議

市町村社会福祉協議会事務局長会
相双地区連絡会

－９－

罪を犯した障がい者、高齢者の
地域生活支援研修会

南相馬市

センター

市町村社協会長会・事務局長会及び
社会福祉トップセミナー

南相馬市

7

県庁

市民会館

センター

局長

30

局長

局長


